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この発表のねらい

1. 地域経済に関する危機感を共有する

2. エコノミックガーデニングについて説明する

3. 地域力向上の仕組みを考察する

keynote:/Mentor/Desktops/Econ%20Dev%20and%20Entre/EG/EG%E4%B8%8A%E7%B4%9A.key?id=BGSlide-7
keynote:/Mentor/Desktops/Econ%20Dev%20and%20Entre/EG/EG%E4%B8%8A%E7%B4%9A.key?id=BGSlide-7


ゾッとする未来

国土交通省国土計画局「国土の長期展望に向けた検討の方向性について」（平成22年12月17日）
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人口減少時代に生きる

✦ありえなくなること

‒何でもあって便利な地方都市

✦「多少不便だが誇りを持って住める」都市へ

‒人々の誇りや幸福につながる価値とは何か？

‒その価値を発信すると、それに共鳴する人々が集まる

‒他の地域に貢献することができる

✦地域に住む人々の生活を確保する



地域主体で新しい未来を

• 地域の資本・資源を活用

-民間資本、公共資本、人的資源、天然資源、社会関係資本

• 効率（市場原理） ＋ レジリアンス（社会原理）

• 地元企業の経済的・社会的貢献

• 効果のある地域経済活性化政策へ

Greenwood and Holt, Local Economic Development in the 21st Century (2010)をもとにした



『市町村の産業振興策が成功するための１０のポイント』
（中小企業庁　平成１４年３月）

1. 産業振興の必要性を理解し、独自戦略・ビジョンを明確化する。

2. 首長自らが産業振興の実行に際して強いリーダーシップを発揮する。

3. キーパーソンを発掘・育成し、その精力的な活動をバックアップする。

4. 自治体内部の関係部署の横断的な連携を強化する。

5. 個別企業を対象とした重点的な事業支援を基本とする。 

6. ハードインフラの整備には、ソフト重視の運営体制をペアで整備する。

7. 国、都道府県の中小企業支援策、産業支援体制との連携を強化する。

8. 地域内外の産学公民による「顔の見える」連携・ネットワークを強化する。

9. 世代を超えたコアグループを形成し、産業振興策を継承する。

10. 産業振興のための財政措置と財源の確保に力を入れる。

http://www.chusho.meti.go.jp/soudan/sicyouson_sien/index.htm
http://www.chusho.meti.go.jp/soudan/sicyouson_sien/index.htm


「良好な」ビジネス環境とは？

‒ 米国：

‒低コストの労働力や土地ではない

‒「進取の精神ある取り組み」を支える生態系

‒ 東毛地域（松島茂の研究から）：

‒企業ネットワークによる「頑健な」地域

‒産業構造の多様性（異なった加工機能をもつ様々な企業

の集積）

‒要素技術を担う、進取の精神に富む企業家の活動



エコノミックガーデニング

　「企業家精神あふれる地元の中小企業が活躍できる　

ビジネス環境を創出する」

1. 情報力の向上
• ビジネス情報を分析して経営者に提供

• 企業の情報発信力を強化

2. インフラ整備
• いろいろな住民に住みやすく

• 企業の生産性向上に貢献する

3. 顔の見える地域内連携
• ビジネス戦略判断に資する

http://www.littletongov.org/bia/economicgardening/
http://www.littletongov.org/bia/economicgardening/


日本での先進的事例

準備中
•藤枝市　　日本での本格的な実施は藤枝市が最初

研究中
•京都府　　中小企業総合応援プラン
•鳴門市、足利市、桐生市など

類似事例
•秩父市　　FIND Chichibu との連携
•八王子市　サイバーシルクロード
•岡谷市　　工業振興課が大学と組んで地元企業を支援
•さいたま市　　テクニカルブランド企業認証事業
•札幌市　　先進的なGISサービス

http://www.find-chichibu.jp/
http://www.find-chichibu.jp/
http://www.city.okaya.lg.jp/okayasypher/www/section/detail.jsp?id=14
http://www.city.okaya.lg.jp/okayasypher/www/section/detail.jsp?id=14
http://www.saitamacity-business.jp/tech/tech02.html
http://www.saitamacity-business.jp/tech/tech02.html


何が新しいのか？

「中小企業政策」と「地域力政策」の融合

★地域と企業のレジリアンスを高める。
•地元企業の長寿と繁栄により「望ましい未来」に

★長期的かつ地域内連携で取り組む。

★ビジネス環境を整備する。
•企業間ネットワークとビジネス交流を促進する

•やる気のある中小企業が栄えるように



地域内連携（産学公民金）の工夫

• 「今ここにいる人材」の情報を共有
–技術やアイディアを持つ人材
–内外をつなぐキーパーソン

• 地元企業群を大切にする
–臥龍企業？　老舗候補？
–ニーズを踏まえスピーディに対応
–事業承継・第二創業・企業内起業を支援

• 人選と予算
–リーダーとメンバーの任期を長く
–情熱、相性、技能
–十分な旅費と情報収集費を予算化

http://www.seikakushindan.info/
http://www.seikakushindan.info/


地域の人々

産　実業 　経営者　農家　消費者

学　知恵 　教員　生徒　学生　芸術家 研究者

公　品格 　首長　議員　行政

民　慈愛 　市民団体　ジャーナリスト

金　信頼 　金融機関　税理士　会計士



エコノミックガーデニングのツール
　

1. 企業の情報力強化
• 企業に必要な分析結果と提言

• 正確な情報を、影響力ある人に、効果的なメディアで

2. 地理情報システム（GIS）

3. インターネット・マーケティング
• 検索エンジン最適化

• 検索エンジンマーケティング

4. ソーシャルメディア
• 会話の「場」をつくる



ツール（１）：企業の情報力強化
• 市場情報の提供

• 新聞雑誌記事データベース、 業界紙（誌）
• 図書館の積極的な活用
• 補助金などの支援施策さがし
• 影響力ある人をセミナー講師に

• 情報発信の支援
• テレビ、印刷メディア、インターネット
• 優れた技術開発企業の認証
• 先進地域や企業への売り込み

http://business.nifty.com/gsh/RXCN/
http://business.nifty.com/gsh/RXCN/
http://www.library.metro.tokyo.jp/16/16311.html
http://www.library.metro.tokyo.jp/16/16311.html


情報発信の方法



ツール（２）：ＧＩＳ

•統計データを地図上に表示
–人口動態、家計収入と支出
–消費者のライフスタイル

•商圏分析
•店舗立地計画
•営業活動



GIS サービスの例 （札幌市）
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http://chusho.center.sec.or.jp/F-1-1-1.htm
http://chusho.center.sec.or.jp/F-1-1-1.htm


ツール（３）：インターネットマーケティング

• 検索エンジン最適化（SEO）
– 自社のウェブサイトを「見られている」よう
にする

• 検索エンジンマーケティング（SEM）
– ソーシャルメディアに道を譲りつつある・・

http://search.yahoo.co.jp/search?p=%E5%B1%B1%E6%9C%AC%E5%B0%9A%E5%8F%B2
http://search.yahoo.co.jp/search?p=%E5%B1%B1%E6%9C%AC%E5%B0%9A%E5%8F%B2
http://www.google.co.jp/intl/ja/services/
http://www.google.co.jp/intl/ja/services/


ツール（４）：ソーシャルメディア対応

ソーシャルメディアが新しい社会をつくる
• Twitter  Facebook  YouTube  Ustream  FourSquare
• ツイッター　　フェースブック　ユーチューブ　　ユーストリーム　フォースクエア

双方向の情報流通　→　情報が四方八方から
• 送り手は「会話」をコントロールできない
• 利用者による評価（クチコミ）が決定的

会話の「場」を主催できるか？

http://www.economic-gardeners.jp/
http://www.economic-gardeners.jp/


今後の展開の可能性

1.経営者と支援機関とのより積極的な交流

2.ビジネス環境改善のための条例

3.ローカル・キッザニア

•小学生が地元企業を再認識する、システマチックな職業体験

4.地域内連携によるＥＧ実施



地域内連携でＥＧを実践するには

• 参加型アプローチを推奨
–広範囲の合意形成

• スピードある対応ができるように
–トップ直属の機関が必要になる

• 事業推進母体の機能
(1) 分析
(2) 企画／実施　
(3) モニタリング
(4) 評価

http://www.pcmtokyo.org/modules/tinyd2/
http://www.pcmtokyo.org/modules/tinyd2/


影響力・実効力　　　　　　　　　専門的　　機動的

ＥＧ推進母体のイメージ

http://www.growfl.com/about-institute.html
http://www.growfl.com/about-institute.html


地域経済賑耕

© Edward Lowe Foundation



ご質問などを歓迎します

ytakashi@ner.takushoku-u.ac.jp
tandy@kfa.biglobe.ne.jp

@YamamotoEG

http://www.economic-gardeners.jp

mailto:yamamoto@aiu.ac.jp
mailto:yamamoto@aiu.ac.jp
mailto:tandy@kfa.biglobe.ne.jp
mailto:tandy@kfa.biglobe.ne.jp
https://twitter.com/%23!/YamamotoEG
https://twitter.com/%23!/YamamotoEG
http://www.economic-gardeners.jp
http://www.economic-gardeners.jp



